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「油菜のさと」プロジェクト始動！「油菜のさと」実行委員会 事務局 星野賢一 

「（一社）南相馬農地再生協議会」が設立されて、今年で 5年目になります。2011 年の

震災・原発事故後にスタートした「相双 菜の花プロジェクト」は、2014 年に食用菜種油

「油菜ちゃん」の商品化、2017 年に「全国菜の花サミット in南相馬」を自力開催、2018

年には、信田沢（しだざわ）搾油所の開設と、確実な歩みを続けています。当協議会は設立

理念を、津波と放射能で破壊されたふるさとを再生すべく「①食用作物の栽培」「②それらの

6 次化」に続き、「③農作物の残渣から再生可能エネルギーを生産」し「④循環型社会を創出・

実現する」としています。2019 年、私たちはいよいよ、この法人理念の③④に相当する、

バイオガス施設を中核とする資源循環システムの拠点「油菜のさと」の整備に着手します。 

バイオガスの勉強会はこれまでも行ってきましたが、自由研究の域を超え実現性に一歩踏

み込んだ事業として、この度「三井物産環境基金」より 2年間の支援を受けることになりま

した。同基金には、「資源循環」領域として「A．クリーンエネルギー創出」「B．持続可能

な循環社会の建設」「C．陸の

豊かさ（農地の再生）の保守

再生」という 3 つの SDGs

ターゲット（持続可能な開発

目標）を目指す事業として、

評価をいただきました。 

この支援により得られた経

験・知識・データは、広く市

民社会に還元するべく情報発

信の機会も用意しています。

みなさまに支えられながら進

む市民事業「油菜のさと」の

将来を楽しみにしてください。 
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